南砺市全域が「どぶろく特区」として認定されました

　平成２３年３月２５日、構造改革特別区域計画（なんと活性化どぶろく特区）が、内閣総理大臣より認定されました。これにより、南砺市全域でどぶろくの製造が可能となりましたが、どぶろくを製造するためには、さまざまな条件があります。製造希望の方は、市役所農政課特産振興係までお問合せください。

１　どぶろく特区の概要
　どぶろく特区は、酒税法の酒類製造免許取得に関する年間最低製造数量基準（※１）を適用しないという制度です。「酒税法に基づく製造免許を取得しなければどぶろくを製造できない」など、通常の規制は適用されますのでご注意ください。
※１「年間最低製造数量基準」＝年間の製造見込み数量が６キロリットル以上であること

２　どぶろくを製造できる方
　どぶろくを製造するためには、酒税法の酒類製造免許を取得しなければなりません。なお、酒類製造免許取得の申請をするためには、下記の条件を満たす必要があります。

	対象者


	
	農家民宿やレストランなど、酒類を自分の営業場所において飲用に供する業を営む農業者（※２）であること

	製造場所

	特区内にある自分の酒類製造場所において、自ら生産した米を原料とすること

	製造の酒類

	製造する酒類は、特区法に定められたどぶろく（※３）に限ること


※２「農業者」＝農業を営む個人または法人、農業経営者の同居親族等、農業生産法人の組合員等
※３「特区法に定められたどぶろく」＝製造できるどぶろくは下記となります
　A：米、米こうじ、水を原料として発酵させたもので、こさないもの

３　どぶろく製造に必要な手続き
	手続き
	・農家民宿、レストラン等飲食店の営業許可の取得（旅館業法、食品衛生法：厚生センター）
・酒類製造のための免許の取得（酒税法：税務署）
・酒類製造業許可（厚生センター）


４．問い合わせ先　　　　産業経済部農政課　特産振興係
